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がサこれらのサイトカインは HPSの病態形成にも関

与するとされ,審例における HPS発症 との関連が示

唆される.
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1) 口腔南平上皮癌における PTHTP発現と骨

シンチグラム所見の関係

亀田 綾子 ･土持 薮
佐藤るみ子 ･原田美樹子
和田 東山

間柱l 塵TJ

∈

(

丁 ･.- 1:I

日本歯科大
新潟歯学部歯
放射線学教
同 第 二
口腔外科学教室
同

口腔病理学教室

【目的】口腔扇平上皮癌顎骨浸潤と副甲状腺ホルモ ン

関連ペプチ ド (PTHrP)の関係を明らかにするため骨

シンチグラフィと PTHTPimmunohistochemistry

を行い検討 した.また血清 PTHTP濃度 との関係 も検

討 した. 【方法】口腔扇平上皮癌54例の血清 C-PTH

rp 値を測定 した.初診時生検組織の PTHTPimmu-

nohisもochemistTyはSAB法)を抗 PTHrP (38-

6Lい monoclinal抗体と (1-341pot.Vclomll抗体

を用いて53例に行った.また,骨シンチグラフィを行っ

ている姻例の99m Tc-MDP 集積状態 も観察 した.

【結果】99---Tぐ･･-MDPの酎 責のfl一軒 二よる半均血清

C-PTHTP健の有意差は見られなかった また噛組織

内発現 との関係もないようであった. E結論l偏平上皮

癌顎骨浸潤と腰痛内 pTHTP 発現,血清 PTHTP 濃

度との関連は認められなかった.
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2)尋常性天痕癒経過中に発症した口腔粘膜多
発痛の一例
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尋常性天魔癖の経過観察中に口腔粘膜多発癌を発症 し

た----症例を経験 した.

症例は63歳,~女性.裾診:1986牛11)f･]3什 既往歴 こ

6年前より高血圧症に対 し降圧剤内服中.現病歴 :約 4

年前より口腔粘膜に療痛を自覚 し,近医にて局所治療を

受けるも改善せず,当科に紹介来院した.現症 :全身皮

膚には異常を認めず,口腔粘膜広範にびらん性病変を認

めた.処置および経過 :口腔粘膜の生検結果は尋常性天

痛療で,PSL投与により症状は一進一退であったが,

初診より約 7年後,上顎歯肉および頬粘膜の3箇所に腫

痛を認めた.切除組織診断はそれぞれ南平上皮癌,焼賓

癌,上皮内癌であった.さらに天癌癖に対 しては DDs

を投与 し,経過良好であったが,その後 1年4か用事下

顎歯肉に増殖性変化 を認め,切除組織診断は epithe-

1ialdysplasiaであった.約 2年複の現在,口腔内に

膿嬢は認めず,厳重に経過観察中である.

3)舌と食道の重複癌 5症例の臨床的検討
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舌と食道の重複癌患者 5例について臨床的検討を行っ

た.過去10年間の口腔偏平上皮癌一次症例は106例で,

舌痛は45例 (竣2.5%)を占め,14例 日3.2%)に口腔

と他臓器の重複癌がみとめられた.舌の重複癌症例は14

例中9例であ り,そのうち5例が音と食道であった. 5

例はいずれも男性で,年齢は48-74歳 (平均64歳上 主

訴は5例とも舌の捧痛で食道癌の臨床症状はなかった.

全例に毎日飲酒 ･喫煙習慣があり,符に喫煙指数は600-

1400と高値 を示 していた. 舌癌 は stage Iお よび

stageⅡが各 1軌 stageⅣが 3例であ り, 5例すべ

て外科療法を施行 し制御された.食道痛の発見までの期

間は.同時が 1刑.1牛未満が 2刑.1-2年が 1例,

2年以上が 1例であり, 5例中速例は進行癌であった.

治療は,2例が外科療法予1例が放射線療法中心に行わ

れ,2例は姑息治療のみであった.早期食道癌の i例を

除 く4例は,食道痛発見後半年から1年前後に死亡した


